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会議の概要

議題1: ポリオウイルス取扱い管理状況について

総括1: 有田から、世界のポリオ流行状況、国内外のポリオ管理状況について概要説明が
あった。

議題2: パレコウイルスの標準品等の共有について
総括2: エンテロウイルスレファレンスセンターにおいてパレコウイルスのレファレンス活動

（各ブロック内でのマニュアル問い合わせ対応、標準品の共有）を行うことを確認した。

議題3: 病原体検査マニュアル作成の進め方について

総括3: エンテロウイルスに関連するマニュアル（手足口病・ヘルパンギーナ・無菌性髄膜
炎）の改訂について、エンテロレファレンスセンターを介してブロック内の意見（新規に開

発・評価された検査技術に関するもの）が滞りなく反映されるべきである。

議題4: エンテロウイルス検出法開発の進め方について

総括4: エンテロウイルス検出方法の開発について、国内の研究体制に関する意向を確
認した。

議題5: エンテロウイルス流行状況の情報共有
総括5: コクサッキーウイルスCVA6の培養細胞による分離がされにくい傾向にあることが

複数のブロックで確認された。最近のウイルス株の性状に基づく傾向なのか、今後注視
が必要である。


